


























































































































う形を取っている。邦題は英語の原題 The Private 
Papers of Henry Ryecroftの直訳であるが、結果的に
「私記」と「四季」を懸けていることになる。ロン
ドンの喧噪に疲れ人生のあらゆる競争に嫌気がさ
したライクロフトは、エクセターの外れの田園に
庵を構え静かな晩年を過ごす。彼の私記は周囲の
自然の森羅万象への愛着と都会への嫌悪に満ちあ
ふれている。ギッシングは実際１８９１年から９３年ま
でエクセターにいて、最初はプロスペクト・パー
ク２４番地、次にセント・レナーズ・テラス１番地
に住んでいた。ライクロフトが人間社会に対して
示す嫌悪には、ギッシング自身のそれが多分に反
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